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はじめに
１

本日の内容

①①大規模災害に備える

②日々の安全・安心の確保

③経済の活性化



①大分自動車道（道路法面の崩落）

●⾼規格幹線道路網の完成による緊急輸送や⽣産活動の継続が可能な
ルートの確保

●四⾞線化されていた⼤分、九州⾃動⾞道では、⽚⽅の⾞線を活⽤した
対⾯通⾏により早期の通⾏確保につながった

開通区間

①大規模災害に備える （平成28年４月 熊本地震の事例） ２

【被災時の状況】

①大分自動車道（道路法面の崩落）

上り線 下り線

崩落

（湯布院ＩＣ～日出ＪＣＴ 由布岳ＰＡ付近）：開通区間

：⾼速道路ネットワーク完成時の追加ルート

：未開通区間

× ：熊本地震による主な通⾏⽌め箇所
：ＪＣＴ

：熊本地震後の⽀援ルート

災害派遣

【通行の確保と復旧作業状況】

復旧作業状況

⿃栖

×
①

災

北九州

⽇出

武雄

23日後

②九州自動車道（盛土 崩壊）

災害復旧
作業中

下り線上り線

（対面通行）

H28.5.9 通行止め解除×
嘉島

⼋代
③

×

×

②

武雄

延岡

【被災時の状況】

②九州自動車道（盛土の崩壊）

上り線 下り線

⼋代

えびの

（益城熊本空港ＩＣ～嘉島ＪＣＴ 益城バスストップ付近）

災
害
対
策
⾞

清武

線

（対面通行）

被災状況①⼤分⾃動⾞道（由布岳ＰＡ付近）
【通行の確保と復旧作業状況】道路法⾯の崩落

清武加治⽊

15日後

上り線 下り線

災害復旧作業中

H28.4.29 通行止め解除

A.Mitani

③九州⾃動⾞道（益城バスストップ付近）

⾼速道路ネットワークのミッシングリンク解消が急務

⼤規模災害時には円滑な⽀援部隊の進出・緊急物資の輸送が重要

②九州⾃動⾞道（益城熊本空港ＩＣ〜嘉島ＪＣＴ）
本線上の跨道橋の落橋盛⼟の崩壊

被災リスクが⾼いネットワークの脆弱な区間を優先した

⼤規模災害発⽣時に暫定⼆⾞線区間が被災した場合

⾼速道路の四⾞線化が必要

交通が完全に途絶するエリアが存在



●道東⾃動⾞道（北海道横断⾃動⾞道根室線）が阿寒ICまで開通していたため、道東〜道央間の⼈流・物流を早期に確保道東自動車道の整備効果

人流を支える士別剣淵
高速道路開通済 主なＩＣ

（平成28年8月 北海道での台風第10号による豪雨災害の事例）①大規模災害に備える ３

北見市

遠軽町

北見東

美幌

女満別空港

丸瀬布
●JＲ根室線不通区間の代行バスの運行

●高速バス（札幌～帯広・釧路）の増車

・トマムIC〜⾳更帯広ICを利⽤

人流を支える

・帯広：札幌南IC〜⾳更帯広IC 等

・釧路：札幌南IC〜阿寒IC 等

士別剣淵

網走市
主な国道

帯広・釧路市～
札幌市間等の鉄道

被災通行止め

被災不通区間

高速道路未開通

（主な箇所）

H28.8.20～9.18

旭川市
北見市

訓子府

美幌

国 道

273
ROUTE

占冠IC～音更帯広IC

釧路：札幌南IC 阿寒IC 等

●ＪＲ代行バス及び高速バスの運行台数昼間方側交互
夜間通行止

２０台

３０台

４０台

２０台

３６台
３９台

３０台

：通常時国 道

39
ROUTE

９.２
～30

１日当たり３８台→１０５台に増加 ：被災後
H28.8.20～9.30

道東自動車道が未整備の場合

長期の広域迂回が発生

足寄

阿寒

小樽
国 道

38
ROUTE ※1⽇の上下便の合計。⾼速バスは、「ポテトライナー号」、「スタ

ーライト釧路号」、「特急ニュースター号」の9/7〜10/7の最⼤
運⾏台数 通常の運⾏台数は１台/１便

占冠IC～音更帯広IC
無料措置実施区間

ＪＲ代行バス 高速バス
（札幌～帯広）

高速バス
（札幌～釧路）

１０台

２０台 １８台

（０台）０台

士幌町
札幌北

※H28.10.14からは占冠IC～十勝清水IC

(JR)
H28.8.30
～12 21

H28.8.30～9.11

長期の広域迂回が発生

釧路市

札幌市 釧路東

国 道

274
ROUTE

運⾏台数。通常の運⾏台数は１台/１便。

音更帯広占冠
釧路西

千歳市

（北海道横断自動車道 根室線）
道東自動車道

●ＪＲ根室線不通に伴う鉄道貨物の代行輸送

５６５個６００個

帯広市

トマム
札幌南

十勝清水

芽室

物流を支える

：通常時 ：被災後

災害発生前の鉄道輸送能力の
半分をトラ クがカバ

～12.21

H28.8.30
～

H29.10末（予定）

苫小牧市

忠類大樹

日高門別 トラック代行輸送鉄道貨物 船舶輸送
※輸送能⼒を５ｔコンテナ換算した場合のコンテナ数。

４００個

２００個

０個

２８５個

１１４個

道東自動車道が

⼈流・物流を⽀える

半分をトラックがカバー

8/30～9/2▼国道274号被災状況（日勝峠） ▼JR根室線被災状況（新得町）

広尾町

浦河町

●鉄道貨物のトラックによる代行輸送イメージ

1⽇当たり最⼤・⽚道。

ＪＲＦ ＪＲＦ ＪＲＦ

芽室帯広IC

ＪＲＦ ＪＲＦ

国 道
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十勝毎日新聞社提供国土交通省資料より

芽室帯広IC
～

札幌南IC
※⾼速道路の開通状況は災害発⽣時点

駅
ル
駅

大規模災害発生時においても、地域間の人流・物流の長期間の寸断を回避し、
経済活動への影響を軽減することが重要

⾼速道路ネットワークのミッシングリンク解消が急務



（平成 年 月 熊本地震 事例）

①大規模災害に備える （高規格幹線道路網の整備状況と確率論的地震動予測）

■今後30年間に震度６弱以上の

東北縦貫自動車道

八戸線
津軽自動車道

強い揺れに⾒舞われる確率がゼロの地域がない⽇本。⾼速道路の未整備区間が沿岸部や県境付近など各地に
４

（平成28年４月 熊本地震の事例）

0% 0.1% 3% 6% 26% 100%

揺れに見舞われる確率
（平均ケース・全地震）

津軽自動車道

日本海沿岸東北自動車道

北海道縦貫自動車道

旭川・紋別自動車道

北海道横断自動車道

東北中央自動車道

中部横断自動車道

北海道横断自動車道 網走線

中部縦貫自動車道

京奈和自動車道

能越自動車道北海道横断自動車道

根室線

北近畿豊岡自動車道

山陰自動車道

根室線
北海道横断自動車道

函館・江差自動車道

日高自動車道

帯広・広尾自動車道

中国横断自動車道

岡山米子線

東関東自動車道

館山線

東京外かく環状道路

▲
静岡県下⽥市
最⼤津波⾼
３３ｍ

第二東海自動車道

伊豆縦貫自動車道

三遠南信自動車道

近畿自動車道

国横断

紀勢線

⾼知県⿊潮町
最⼤津波⾼
３４ｍ

▲

▲和歌⼭県
東牟婁郡串本町
最⼤津波⾼
１８ｍ

※地震調査研究推進本部が公表した全国地震動予測地図2017年版
に、⾼規格幹線道路網を重合わせ。

四国横断自動車道

九州横断自動車道

延岡線

東九州自動車道

開通区間（４車線以上） 開通区間（２車線）

事業中区間未事業化区間

国⼟交通省の全国路線図を基に作成。 地域高規格道路



・想定される被災を考慮し 防災拠点に⾄る最も早く啓開できる
平成28年2月策定高知県道路啓開計画平成28年3月策定四国広域道路啓開計画

・瀬⼾内側から甚⼤な被害が想定される太平洋側へ⽀援部隊が進出する

①大規模災害に備える （道路啓開計画の策定） ５

・啓開の実効性を確保するため国や県、⾼知県建設業協会が

・想定される被災を考慮し、防災拠点に⾄る最も早く啓開できる
ルートをあらかじめ選定し、ルートごとに啓開する建設業者を

■進出ルート図 割り付け

瀬⼾内側から甚⼤な被害が想定される太平洋側 ⽀援部隊が進出する
ため、⾼速道路等を優先的に啓開するルートとして進出ルートに設定

協定を締結
■啓開ルートのイメージ

協定を締結

E32

E56

E55

扇状に道路啓開を進行する ：広域の防災拠点に至るルート■災害に強い高速道路の事例扇状に道路啓開を進行する
「四国おうぎ（扇）作戦」

：広域の防災拠点に至るル ト

：地域の防災拠点に至るルート

：広域の防災拠点

：地域の防災拠点

：高速道路

：啓開完了に３日を超える地域

国 道

3
ROUTE
86

■災害に強い高速道路の事例
⼀般国道386号は、⼟砂が堆積したが
⼤分道は、⼟砂流出の影響なし
H29年6月 九州北部豪雨

・広域の防災拠点（40箇所）

・地域の防災拠点（1,253箇所）

例）県の総合防災拠点、空港など

例）市町村役場、病院、学校など34E
大分自動車道

・トンネルや⾼架構造が多く落⽯や⼟砂流出等の防災上危険な箇所を回避
災害に強い高速道路

⾼速道路のミッシングリンクの解消により、
早期の道路啓開につながる

大分自動車道

・津波浸⽔の影響を受けにくい⾼さに整備



②日々の安全・安心の確保

●国道493号での落石

【開通済】 【事業中】

（防災上危険な箇所を回避）
６

北川奈半利道路

危険箇所を
15箇所回避

危険箇所を
35箇所回避

国 道

493

東洋町
北川道路（2-2工区）

E55

▲道路パトロールによる落⽯の報告が
年間1,100回を超える

ROUTE

安田町

北川村

×
奈半利町

国道493号は
全体の約8割が

規制区間に指定！

●豊富な森林資源の活用

,

田野町

安田町

異常気象時通⾏規制区間
L=36km

異常気象時通行規制区間
L=9km

防災上危険な箇所が防災上危険な箇所が
２００箇所以上！

（国道55号・国道493号） ▲東部森林組合では国道493号を利⽤
し、貯⽊場に原⽊をほぼ毎⽇搬出

国 道

5
ROUTE
5

●特産品のゆずの出荷状況
室戸市

防災上危険な箇所
防災上危険な箇所
が10箇所以上連続

住⺠の安全・安⼼な⽣活の確保、⽣産基盤の創出
▲国道493号を利⽤して、限られた収
穫期間(３ヶ⽉)内に集荷場へ出荷

ゆずを出荷する⾞列（集荷場付近の町道の状況）

信頼性が高い
高規格道路の整備



課題１：対向車線への飛び出しによる重大事故の発生
●交通事故の傾向

課題２：速度低下
●速度低下する主な原因

７
②日々の安全・安心の確保（暫定二車線区間における課題）

●交通事故の傾向

0.61約4倍

死
亡
事
故
率
（
件

0.6

0 4

0.8

約2倍 88%
[2,643件]

総事故件数
[2,977件]

その他
対向車線

飛び出し事故

12%
[334件]

【死亡事故率の⽐較（Ｈ２５ ）】 【暫定⼆⾞線（有料）事故件数（Ｈ２７）】

●渋滞の事例 ●四車線化による平均旅行速度の変化
【⾼知⾃動⾞道 愛媛県・⾼知県境〜⾼知ICの場合】

●速度低下する主な原因
・⾞線減少部で発⽣する合流⾞両による速度低下
・低速⾛⾏⾞両による速度低下

0.16

件
／
億
台
キ
ロ
）

0.2

0.4
0.30

※
高速道路

暫定二車線
高速道路

四車線以上
一般道路

※ 高速道路：高速自動車国道（有料）（H25）

[2,643件]

死傷事故件数

死亡事故件数

[2,977件]

33%
[73件]

67%
[149件][222件]

67%
[12件]

33%
[6件][18件]

[334件]

※平成１１年度道路交通センサス及び平成２２年度道路交通センサスより算出

65.6

74.7

40Km／ｈ

9.1H11
（暫定⼆⾞線時）

H22
（四⾞線化後）

ｋｍ/ｈ

▲岡⼭⾃動⾞（賀陽IC〜有漢IC）
60Km／ｈ 80Km／ｈ

●交通事故発⽣状況

※ 高速道路：高速自動車国道（有料）（H25）
一般道路：H25

出典）第26回国土幹線道路部会資料

[ ]

出典）第26回国土幹線道路部会資料

暫定⼆⾞線の死亡事故率は
四⾞線以上区間の約２倍

死亡事故のうち約７割が対向⾞線への
⾶び出し事故によるもの

暫定⼆⾞線区間の四⾞線化により旅⾏速度が上昇

●今後の大規模更新・修繕工事を想定 ●四車線区間での事例

課題3：大規模更新・修繕への対応

四国内での事故発⽣状況
Ｈ29.8.24 ＡＭ3：40頃
⾼松⾃動⾞道（⾹川県東かがわ市）
上下線を⾛⾏していた⾞両が
正⾯衝突する事故が発⽣し⼀⼈死亡

●交通事故発⽣状況

舞若道（福知山～綾部間）の事故状況
（H23.10.7）

道央道（下り）八雲IC～国縫ICの事故状況
（H28.10.5）

●今後の大規模更新 修繕工事を想定

【暫定⼆⾞線】
●四車線区間での事例

【四⾞線】

⻑期間の通⾏⽌

⽚⽅の⾞線を活⽤し
て交通を確保

交通を切り替え可能な
空間がない

⼯事期間中でも上下１
⾞線が確保され、通⾏

（中国自動車道福崎IC～山崎IC）

上り車線
工事中

下り車線
対面通行

簡易な上下線の分離構造は重⼤事故へつながる傾向

地域の実情や利⽤状況に合わせた早急な対策の推進が重要！

四⾞線化区間では、利⽤者への影響を最⼩限に抑えることが可能

⻑期間の通⾏⽌ ⾞線が確保され、通⾏
⽌めが不要

【ワイヤーロープによる分離】【四⾞線化】 【付加⾞線の設置】

【愛媛県】松山自動車道：大洲北只IC～西予宇和IC【高知県】高知自動車道：馬立PA～大豊IC



③経済の活性化（鳥取県における高速道路の延伸効果）

⿃取県中⻄部の整備状況 外国⼈観光客の増加
クル ズ船の寄港数と国際定期便の就航などにより

８

クルーズ船の寄港数と国際定期便の就航などにより
外国⼈観光客が増加！！

供用中区間

凡 例

未着手区間

事業中区間

⼤
⾚
碕

赤碕中山-名和
H25.12開通

大栄東伯-赤碕中山
H23.2開通

名和-大山
H20.3開通

青谷-はわい
H15.3開通

はわい-大栄東伯
H29年度新規事業化

33 

40 40,000 
日本人乗客数

外国人乗客数

４万⼈

●境港へのクルーズ船の寄港数と乗客数
回

IC

IC

IC

IC IC

IC
IC IC

IC IC IC

⼤
栄
東
伯 ⼤

栄

は
わ
い

⻘
⾕北

条

碕
中
⼭名

和
⼤
⼭淀

江

泊
東
郷

米 鬼太郎

境港

10 10

16  17 

11

23 

20 

30 

20,000 

30,000 

外国人乗客数

寄港回数３万⼈

２万⼈

増加
回

回

IC

⽶⼦市 倉吉市
青山剛昌ふるさと館

白壁土蔵群・赤瓦

三徳山・三佛寺

米子鬼太郎
空港 ⼭陰道の開通とともに

⿃取県中部地域を訪れる外国⼈
観光客が増加！！

9  10  10 

4 

11 

0 

10 

0 

10,000 

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

１万⼈

出典：境港管理組合

回
⽶
⼦
東

IC

⿃ 中部地域（⻘ 剛 館）

⾚碕中⼭-名和間のH25年の開通の翌年には境
港からのﾂｱｰﾊﾞｽが⼤幅に増加

H25：3台 ⇒ H26：20台

E73
三朝温泉

⾼速道路の整備により
境港〜⼤栄東伯ＩＣ約１１分の短縮

(移動時間：６４分⇒５３分)

を訪れる外国⼈観光客の推移
●⿃取県中部地域（⻘⼭剛昌ふるさと館）

13,953 

10,000 

15,000 

名和-大山
H20.3開通

大栄東伯-赤碕中山
H23.2開通

赤碕中山-名和
H25.12開通

１万５千⼈

１万⼈

青 来

939  949 
1,863 

4,502  5,731 

3,645 
4,801 

7,771 

5,000 

１万⼈

５千⼈

増加

境港に寄港した世界最⼤級の⼤型クルーズ船
<17万トン級>（クァンタム・オブ・ザ・シーズ）

▲

観光交流⼈⼝のさらなる拡⼤と観光産業を通じた地域経済発展への期待山陰道
の整備

青山剛昌ふるさと館への外国人観光客の来場状況▲ 0 
H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

出典：⿃取県観光客⼊込動態調査結果



③経済の活性化 （高知県における高速道路の延伸効果）

基幹産業の活性化 消費圏域の拡⼤が地域の産業振興を⽀える
●四国８の字ネットワ クの整備による宿毛市からの消費圏域（６時間到達圏域）の変化 2 700万人

3,000
万人

●消費圏人口の変化

９

出雲市
米子市

鳥取市

●四国８の字ネットワークの整備による宿毛市からの消費圏域（６時間到達圏域）の変化

：8の字ネットワーク

：Ｈ18年度末

：Ｈ27年度末

：8の字完成
2,000

万人

1 400万人

2,700万人万人

約３倍

以上拡大

浜田市

：8の字ネットワーク

1,000
万人

800万人

1,400万人
※「8の字完成時点」は、四国8の字ネットワークと
H27事業中の⾼規格幹線道路が完成したものとし
て算定。
全て陸路のみを使⽤。

岡山市

神戸市 大阪市

姫路市

年度末 年度末
Ｈ27 ８の字

完 成

●土佐清水市からの活魚輸送エリア拡大
サバの活魚輸送は約６時間が限界

Ｈ18

※H27年度末及び８の字完成時点の⼈⼝は、H27年国勢調査により算定尾道市

広島市

防府市

サバの活魚輸送は約６時間が限界

⿂⽔槽を設置した
飲⾷店が開店

の清⽔さば」の活
ブランド⿂「とさ

E11

高知市

兵庫県神⼾市中央区
平成28年7⽉開店

⼟佐清⽔ワールド
⽣けすセンター

▼養殖ブリの⽔揚げ

●幡多地域の特産物の商圏拡大

E55

E56

E32

宿毛市
土佐清水市

宿⽑市産ブリなど、
▼土佐の清水サバ

●幡多地域の特産物の商圏拡大
特産物を新鮮な状態で大消費地へ届ける

幡多地域６市町村
の⾷材を使⽤した
料理を提供する飲
⾷店が開店宿毛市

土佐清水市

⾼鮮度の出荷が可能・マーケットが⼤幅に拡⼤
⼟佐清⽔ワールド

幡多バル
兵庫県神⼾市中央区
平成29年3⽉開店

８の字

の整備

⾷店が開店

⼤消費地などへ特産物の


